
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R1.12.17  
 2 年生の国語の学習で「スーホの白い馬」を学習

します。保護者の方の中には、小学校の時に学習し

たのを覚えている方もいらっしゃるのではありま

せんか。この物語の舞台はモンゴルです。日本とは

違うモンゴルの大自然や「馬頭琴」という珍しい楽

器が登場するため、実際のモンゴルの様子を教えて

いただくために、国際交流会館を通じてゲストティ

ーチャーに来ていただきました。 

 モンゴルの寒暖差の大きい大自然やゲルといわ

れる家での生活など、日本とは大きく違う様子に子

供たちは目を丸くして聞き入っていました。最後に

全員が民族衣装を着てモンゴル人になりきってい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2.1.17  
 全校一斉の読み聞

かせタイム「読む座あ

聞くデー」が 1/17 の

１校時に行われまし

た。この時間は、全教

員と毎週読み聞かせ

に来てくださってい

る徳山さんとで、１２の会場見分かれて読み聞かせ

が行われます。子供たちは自分で選んだ会場で、前

半と後半 2 人の先生から本を読んでもらいます。 

子供たちは読んでもらう本にワクワクドキドキ

なのですが、教員の方も、

1 ヶ月ほど前の本選びの段

階から読む練習を経て実

際に子供たちに読み聞か

せる時までワクワクドキ

ドキが続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み聞かせの日は各ご家庭で

どのようなお話が広がったので

しょうか。 

 今年度の本校の課題である「読

書」について、学校で行われた

様々な取り組みにご理解いただ

きありがとうございます。さら

に、学校からの呼びかけに各家庭

でも、読書について親子で話す機会を設けたり、親

子で読書の時間を作ってくださったりして、安居小

の子どもたちの課題に向き合ってくださる様子が

読書カードや毎日の連絡帳からもうかがうことが

でき大変うれしく思っています。 

 大人になってからも本に親しむ人になれるよう

小学校のうちから続けて習慣づけていきましょう。 

 

1/22  
 昔遊びの体験学習が行わ

れました。当日は、お手玉、

おはじき、ダルマ落とし、

あやとり、コマ回し、けん

玉と室内の遊びを大人の方

に教えてもらい、どれも熱

中して楽しんで遊んでいま

した。お忙しい中ご協力い

ただいたご家族の皆様、ありがとうございました。 

お父様お母様の世代が子供のころは、テレビゲー

ムが出始めていたり、オセロや人生ゲームなどボー

ドゲームが流行していたり…。でも、昔遊びに興じ

ていた頃もあったのでは

ないですか。ご存じの昔遊

びや伝承遊びで親子いっ

しょに夢中になって楽し

むのも子育てには大切で

すね。 

 

1/24 が行われました 

今年度、安居小学校では「親子道徳」の研究推進

校として取り組んできています。

日々の学校での子供たちの道徳

の学習は、各家庭にもち帰って

親子で話すことでさらに深化し

ていくことが期待できます。 

福井市安居小学校 令和２年 

２月 

６日 

№14 

〒918-8076 

福井県福井市 

本堂町 4-12 

(市外局番 0776) 

Tel: 37-1004 

Fax:37-1582 

E-mail: ago-e 

@fukui-city.ed.jp 

 この学校だよりは、学校のHP（http://www.fukui-city.ed.jp/ago-e/）でもご覧になれます。 

 

■安居小学校では、地域に開かれた学

校をめざし、保護者やご家族の皆様の

ご協力を得たり、ゲストティーチャー

を招いたりしながら、様々な体験を取

り入れながら教育活動の充実を進めて

います。今回はこの 1 ヶ月に行われた

活動の一端をご紹介します。 

tel:0776-


 特に今年行

っている「親子

道徳の授業」は

親子で同じ授

業を体験し一

緒に考える機

会をもち、親子が一緒に伸びて

いこうとするものです。 

これまで、授業参観の中に親子で学習する場面を

設定したり、秋には親子で簡単なゲーム（グループ

エンカウンター）を通して触れ合ったりしてきまし

た。今回の親子道徳は、親子で一緒に落語を聞こう

という内容です。低学年は「寿限無」、中学年は「動

物園」、高学年は「子ほめ」というお話でした。それ

ぞれが、『親が子を大切に思う心』『将来の自分の夢

とそれを見守る親の心』『自分や相手を大切にする

心』について考える機会となりました。どの学年の

子供たちも、一緒にご覧いただいた保護者の方も、

身動き一つせず落語に集中し、大いに笑い、心揺さ

ぶられる 1 時間を過ごしました。 

 子供たちの感想には、「自分の名前が好きになっ

た。」「人間としての生き方を教えてもらった。」「自

分も友達も大切。」との言葉が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/23  

 

 

 

 

 

 

 

 エジプトから現職の先生方が安居小学校を視察

にいらっしゃいました。今、エジプトは日本の教育

を取り入れようと力を入れていて、その研究先に福

井を選んだのだそうです。今回はその研究視察の一

環で公立の小学校視察という内容で、安居小学校訪

問がありました。 

一行はエジプトの小学校の先生をしている 5 人

と通訳 2 人、福

井大学の先生 1

人という構成。

朝の集団登校の

子供たちの様子

観察から始ま

り、休み時間や

給食も含めた学

校での 1 日の生活を

細かく観察しました。 

 ３・４年生は視察を

利用して国際交流の

時間にして、様々な質問をぶつ

けました。 

 普段あまり目にすることの

ない「アラビア語」を話しても

らったり実際に文字で書いて

もらったりしました。 

 この日はちょうど、わかばさんが一生懸命に育て

てきた「大根の販売」もあったので、エジプトの先

生方にも買ってもらいました。用意された試食に大

喜び。何本も買ってくださいました。 

廊下に出ると、2年生

のサイン攻めにも、

喜んで応じてくだ

さいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生 

６年生 


